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亜 科 に よつ て 共逋 な特徴 を 見 出 す L とが 出來 な い
。

一 つ の 亜 科 の あ る 屬 が 他 の

亜 科 の 屬 に非 常 に似 て ゐ る L とが 往 々 あ る
。

例 へ ば 燕 cγog 耳08秘 儡 屬 と 殊 齶 解

属 の 如 き 竜の で ある
。

恐 ら くは 之 等 は ROTHS σ mm
，
　 JoRDasT 爾 氏 か成 蟲 に 於

て 見 出 した や うな各構 造 の 收斂作用 に よる 竜の で あ らう 。

4） 著者 は次 の ＋七 種 の 蛹 に つ い て研 究 し た
．

之 等 は 著額 身飼 育し ・ 胴

定 した る もの で あ る。
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　　　　　　　XVI ． カ レ ハ ガ科 の 翅 の 斑紋 に就 て

　　　　　　　　　　　　矢 野 宗 幹 （東 京）

　鱗翅 類 の 翅の 斑 絞 は 主 と し て 鱗 片の 色 に 起 因す る
。 鱗 片 の 色 は 原 始的 に は 淡

褐 色 で
、 其 の 色 が 濃 くな つ て 褐色黒 褐色 と進み 、

一 方 に は 他 の 色 彩が 出京 て來

た
。 色 が 濃 くな る に は 全 面 一 樣 で は な く、 所 々 に 其 の 差が 出來 て

、 濃淡參 差 し

て斑 絞 を 生 ず る に 至 つ た 。 其 に種 々 の 色彩 が織 b こ ま れ る事 に な b或 は 翅全 體

が あ る色 に染 ま つ た の で あ る 。

　 こ の 斑 絞 を二 つ に別 け る
。

一 つ は 地 の 色 か ら漸 次 濃 くな つ て 來 た 比 較的舊 い

斑 絞で
、 之 を

一 衣 の 斑 絞 と す る 。 家 に起 つ て來 た 竜の を二 次 とす る 。

　斑 絞 は 種 叉 は 屬個 々 に 發遶 して 來 た 奄の で は あ るま v か 。 或 は 個 々 に起ρた

と して 竜互 の 間 に 何 等 か の 連 絡 は 認め られ な い か 。 私 は カ レ ・
・ガ 科 の 蛾 の 主 に

H 本 産 の 竜の に 就 い て 觀察 した 結 果 、 少 く と 竜私 の 一 次 的 斑紋 と思 ふ もの に は
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此 の 科全 體の 種 の 間 に於 て 互 ｝ζ連 絡あ る もの と考 へ る。 換 言す れ ば 、 斑 絞 の 基

本 型 を考 へ て其の 發 逹 變化 と明滅 消長 に よつ て 現在の 斑紋が 現 は れ て居 る もの

と考 へ る 事 が 出來 る
。

　 私は 基本 の 斑 紋 を五 つ に別 け る
。 其の 中心 は 間 室横脈 に位 置 す る もの で あ

つ て 之 は 線 で は な V ・
。 之 を 中心 と し て 翅 の 左 右 に 前後 に走 る 各二 本の 線 を 考 へ

る
。

之 等 の 斑 紋 を 、 翅 の 墓部か ら始 め て 1
，
II

，
　III

，
　IV

，
　V で 現 は す。 從 つ て 間

室端 に あ る斑 紋 は III とな るの で あ る
。

　 翅脈 の 發逹か ら考 へ れば間室 横 脈 は 餘 b重 要 な もの で な い か も知 れ な V が 、

翅 の 機構 上 か らは重 要 な位 置 で從 つ て 斑絞 の 發 生發逹 の 上 か ら主 要 な位 置 を 占

あ る
。 此 の 兩側の II 及 IV の 線 は 翅脈 の 上 か ら發 逹 して 互 に蓮 絡 して 線 とな

つ た 竜の か と思 は れ 、
1 と V とは 室 の 中 で起つ た 點の 發 達 に よ ウ起 つ た 竜の

か と思 は れ る 。

　 次 に各斑 絞 の 現 は れ方 を略 逋 す る
。　

L

　 （1） 是 は 翅 の 基 部 に あ つ て叩瞭 に現 は れ る 事 は 稀 で あ る
。

　（II） 多 くの 揚合 に 不 完全 で は あ るが 、 現 は れ る揚合が 少 くな い
．

　（III） 殆 ん ど明 か で な い もの か ら發 逹 した も の ま で あ る
。 （1） 不 明 な 竜の

p

〈2）黒 黒臨　（3）臼 點 、 是 は 濃 色 で と b まか れ た 環 黒占と思 は れ る
。 （4）銀 點 。

（5）斑 紋が 大 き くなつ て 間 が総 れ 二 つ 轟こ別れ た もの
． SC 。

　（IV ） 此 の 線は 多 く明 瞭 で あ る
。 （1）一本 の 濃 色の 線 。 （2）輻が 廣 くな っ

て 帶朕 とな う爾側が 濃色 に な る 事 が あ る
。

　 II と IV との 線 の 問 が 濃色 に なつ て
一

本 の 帶 妖 斑 の や うに なつ だ もの もあ

る e 其の 場合 に は 無 論 IH の 斑 絞 は 其 の 帶 の 中に點 と して現 は れ る
。

　（V ） 多 くは 明瞭 な點 線 となつ て 現は れ るが 、 時 に 嫉淌失 す る
。

　IV と V との 間ヌ は V の 外方 な どに斑 紋 の 發達 した もの もあ る
。 然 し之 は

二 次 的 の もの と して 茲 に は 略 す る
。

　同一種 の 中に も個 體的變異 が あ る 。 （1）斑 紋 の 位 置 の 移 動 。 （2）濃淡の 程

度 の 差及 二 次 的 色彩 の 多 少。 （3）斑 絞 の 明 瞭 さの 多 少 、 即 時 に は 斑 絞 が 殆 ん ど

淌失 す る
。

而 して 異種 に て も近縁種 に て は か 丶 る變 異は 卒行 的 に現 は れ る 。 其

爲あ 種 徴 を見 出す事が 困難 で あ る 。

　最 後に 附 記 す べ き こ とは 、 上 述 の 五 つ の 墓本 的 の 斑 紋 は 、 鱗翅類 の 多 數（恐 ら
・

く杢部 ） に 共 逋 の もの で あ らう と私 は 想 像 し て 居 る事 で あ る
。 少 くと も此 の 考

で 複 雜 な斑紋 を分解 し得 る と考 へ る もの で あ る 。
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